
第五次南風原町総合計画 後期基本計画策定
第１回 南風原町まちづくり住民会議

日時：令和3年 9月 22日（水）19時～
会場：南風原町役場 3階庁議室

次 第

１．開会

２．委嘱状の交付

３．町長あいさつ

４．委員の自己紹介

５．会長及び副会長の選出

６．まちづくり住民会議の役割とスケジュールについて
（１）総合計画の位置づけと計画構成について
（２）まちづくり住民会議の役割とスケジュールについて

７．第五次南風原町総合計画の説明

８．閉会
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○南風原町まちづくり住民会議設置要綱

平成 27年９月１日要綱第 20号
南風原町まちづくり住民会議設置要綱
（設置）
第１条 第五次南風原町総合計画の策定にあたり、南風原町まちづくり基本条例（平成 25年南風
原町条例第 28号）の基本理念及び基本原則に基づき、「南風原町まちづくり住民会議」（以下
「住民会議」という。）を設置する。

（役割）
第２条 住民会議は、次に掲げる事項に対する意見を取りまとめ、町長に提案を行う。

(１) 第五次南風原町総合計画素案の策定に関すること。
(２) その他必要な事項

（組織）
第３条 住民会議は、次に掲げる 40人程度の委員を持って組織する。

(１) 公募した町民のうち町長が委嘱した者（以下「公募委員」という。）
(２) 町職員 20人程度

２ 委員の報酬及び費用弁償は、無償とする。
（任期）
第４条 委員の任期は、計画素案を町長に提出する日までとする。
（会長及び副会長）
第５条 住民会議に会長１人及び副会長１人を置き、会長及び副会長は、委員の互選により定める。
２ 会長は、住民会議を代表し、会議を進行し、会議に必要な事務をまとめる。
３ 副会長は、会長を補佐し、会長が欠けたとき、その職務を代行する。
（部会）
第６条 第３条に規定する役割を効率的に行うため、住民会議に部会を置き、その役割を分担させる。
２ 部会に部会長１人及び副部会長１人を置き、部会長及び副部会長は、部会に属する委員の互
選により、これを定める。

３ 部会長は、部会を代表し、会議を進行し、会議に必要な事務をまとめる。
４ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長が欠けたとき、その職務を代行する。
５ 委員は、いずれか１つの部会に属さなければならない。
（会議時間）
第７条 会議（住民会議の会議及び各部会の会議をいう。）は基本的に２時間程度とする。ただし、
会議に諮って、これを延長することができる。
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（運営）
第８条 会議は、委員の自主運営を基本とする。
２ 各部会は、会議の内容をまとめ住民会議で報告する。
（会議の公開）
第９条 会議は、原則として公開するものとし、会議の結果もホームページなどで積極的に公開する。
（意見聴取等）
第 10条 会議は、必要と認めるときは、委員以外の方に会議への出席を求め、意見若しくは説明を聴
き、又は必要な資料の提出を求めることができる。

（提案の尊重）
第 11条 町長は、第五次南風原町総合計画素案の提案を受けたときは、その内容を尊重するよう努
める。

（庶務）
第 12条 会議の庶務は、総務部企画財政課において処理する。
（補則）
第 13条 この要綱に定めるもののほか、住民会議の運営に関し必要な事項は、会長が住民会議に諮
り定める。

附 則
この要綱は、公布の日から施行する。



南風原町まちづくり住民会議 委員名簿

部会名 公募委員 職員（ワーキングチーム）

赤嶺 勤
あかみね つとむ

町内在住 前城 律子
ま え し ろ り つ こ

議会事務局

藤原 政勝
ふ じ わ ら ま さ か つ

町内在住 渡久地 正貴
と ぐ ち ま さ き

総務課

宮城 堅子
み や ぎ た か こ

町内在住 與那嶺 健
よ な み ね たけし

税務課

平良 智子
た い ら と も こ

町内在住 金城 爵秀
きんじょう た か ひ で

住民環境課

具志堅 杏里
ぐ し け ん あ ん り

町内在住 玉城 香林
た ま し ろ か り ん

会計課

大城 信明
お お し ろ のぶ あ き

町内在住 大城 浩也
お お し ろ ひ ろ や

こども課

大城 清子
お お し ろ き よ こ

町内在住 宮城 あゆみ
み や ぎ

保健福祉課

野原 由美子
の は ら ゆ み こ

町内在住 平良 利也
た い ら と し や

国保年金課

大城 早恵子
お お し ろ さ え こ

町内在住 野原 義幸
の は ら よ し ゆ き

まちづくり振興課

宮城 竹子
み や ぎ た け こ

町内在住 中村 太一
な か む ら た い ち

区画下水道課

當眞 利江
と う ま り え

町内在住 大城 勝人
お お し ろ か つ と

都市整備課

安里 洋子
あ さ と よ う こ

町内在住 金城 周
きんじょう ちかし

産業振興課

大城 翔太
お お し ろ し ょ う た

町内在住 野原 朝美
の は ら あ さ み

教育総務課

親泊 元隆
おやどまり も と た か

町内在勤 砂川 敦
すながわ あつし

教育総務課

玉木 順次
た ま き じ ゅ ん じ

町内在住 當銘 育恵
と う め い く え

学校教育課

金城 真弘
きんじょう ま さ ひ ろ

生涯学習文化課

金城 敏和
きんじょう と し か ず

生涯学習文化課

照屋 政人
て る や ま さ と

企画財政課

大城 重人
お お し ろ し げ と

企画財政課

玉那覇 和彦
た ま な は か ず ひ こ

企画財政課
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総合計画と策定体制等

１．総合計画とは

○総合計画とは、南風原町が将来どのような「まち」にしていくかを定めた指針です。
○総合計画は、町における「まちづくりの最も基本となる計画」です。
〇総合計画は、まちづくり行政を計画的に進める運営指針です。
○そのため、本町の特性や課題、社会経済情勢の変化などを見極めながら、将来どのようなまちにし
ていくのか、そのときの主体や役割、計画の基本的な考え方について、総合的・体系的に取りまとめ
るものとなっています。

２．第五次総合計画の構成と期間
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基本構想

基本計画 

実施計画

基本構想（10年）

前期基本計画（５年） 後期基本計画（５年）

実施計画(3年)

実施計画
見直し(毎年)

2017
(平成 29)年度

2026
(令和 8)年度

2022
(令和 4)年度

まちづくりの基本理念
将来像、まちづくり目標

土地利用構想

分野ごとのめざす姿
施策の展開、達成すべき目標

具体的な事業
基本計画を基に策定

構 成

期 間



基本構想

○本町が目指すべき 10年後のまちづくりの方向を表したもので、基本理
念や将来像、まちづくり目標、土地利用構想などを示しています。

○計画期間は、10年間を計画期間としています。
●後期基本計画の策定時においては、将来人口の設定や土地利用構
想など、策定当時と大きく変化した事項についての見直しを行います。

期間：平成29年～令和8年（2017～2026）

基本計画

○基本構想に掲げる将来像を実現するための基本的な施策を体系的
に示すとともに、各施策分野における具体的な施策や主要事業などを
示したものです。

○計画期間は、基本構想の 10年間に対し、前期 5 カ年を「前期基本
計画」、後期 5 カ年を「後期基本計画」としています。

●今回は後期基本計画の策定時にあたります。前期基本計画の達成
状況や社会情勢の変化等を踏まえ、施策内容の見直しを行います。

期間：前期 平成29年～令和 3年（2017～2021）
後期 令和4年～令和 8年（2022～2026）

実施計画

○基本計画で示された施策や主要事業、あるいは新たに生じた課題解
決に向けて必要な事業などに対し、財政と連動させながら、実施にあ
たっての具体的な方策を示したものです。

○計画期間は、1期 3年間とし、毎年の見直しとしています。
●後期基本計画の策定後、見直しを行います。

期間：1期 3年とし、毎年の見直し



提案

議決

答申

諮問

報告

確認

・

指摘

委嘱提案

庁
内
体
制

作成協力

意見交換

協働

任命

3．第五次総合計画「後期基本計画」の策定体制

総合計画審議会 町長の諮問機関として、知識経験者、各種団体の代表者等により組織し、基
本構想・基本計画案について調査・審議を行います。

まちづくり住民会議 公募による町民等で構成し、後期基本計画の素案に関して、町民の視点によ
る課題や解決方法等の検討を行い、意見を取りまとめて町長に提案します。

策定委員会
(庁内)

委員長に副町長、副委員長に教育長、委員に部長及び課長職のもので組織
し、基本構想及び基本計画案等を審議・決定する最終決定機関とします。

特別委員会
(庁内)

副町長、教育長、総務部長、民生部長、経済建設部長、教育部長、議会
事務局長及び企画財政課長で組織し、委員会の運営を円滑にするための調
整機関として設置します。

策定部会
(庁内)

策定委員会の部会組織であり、特定の事項について調査するため、必要に応
じて設置する。策定にあたり住民会議との連携を図り、作業を円滑に推進する
ため、職員（ワーキングチーム）20 人程度選考します。

ワーキングチーム
(庁内)

策定部会の補助機関として策定部会ごとに設置し、各種データ、資料等の収
集及び整理を行い、現況と課題を取りまとめ、施策の策定と目標値を設定し、
住民会議と連携を図りながら基本計画の素案を作成します。

審議会 町長 議会

策定委員会

策定部会

ワーキング

チーム

住民会議

【構成員】

・公募により申込みのあった住民、

職場が南風原町の方等

・役場職員によるワーキングチーム

【役割】

・後期基本計画素案の作成

①後期基本計画の検討

後期基本計画

(素案)



まちづくり住民会議の役割とスケジュール

1．まちづくり住民会議の役割

まちづくり住民会議は、第五次南風原町総合計画「後期基本計画」を策定するにあたり、本町に
在住・在勤する方などを公募により募集し、住民の代表としての意見や提案をいただくことを目的とし
た会議です。

第五次南風原町総合計画
基本構想（Ｈ29～R8年度）

前期基本計画（Ｈ29～R3年度）

町民アンケート調査
（R3年 5月～7月）

第五次南風原町総合計画
基本構想（H29～R8年度）
後期基本計画（R4～R8年度）

第五次総合計画
前期計画事業評価
（R3年 7月～8月）

まちづくり住民会議
（R3年 9月～）

【1回】：委嘱、会議の進め方
【2回】：施策のめざす姿
【3回】：施策のめざす姿
【4回】：施策内容の提案
【5回】：施策内容の提案、

重点事業の抽出

ワーキングチーム
（R3年 4月～R4年 3月）

総合計画審議会
（R3年 12月～R4年 3月）

策定部会
（R3年 4月～R4年 3月）

パブリックコメント
（R3年 12月～R4年 1月）
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特別委員会
（R3年 4月～R4年 3月）

策定委員会
（R3年 4月～R4年 3月）



２．まちづくり住民会議のスケジュールと内容

注)回数と内容は予定であり、検討経過により、変更する場合があのます。

回数 開催時期 検討テーマと内容

第１回
令和 3年 9 月 22 日

（水）
19:00～

○委員の委嘱
○役員の選出
〇総合計画の位置づけ計画構成について
〇まちづくり住民会議の役割とスケジュールについて

第 2 回

令和 3年 9月下旬
又は 10 月上旬
（ ）

書面での開催を予定

〇施策ごとの「施策のめざす姿」の検討と提案について（その 1）
・部会ごとに担当施策分野おいて、「施策のめざす姿」の検討と
提案

第 3回
令和 3年 10 月中旬

（ ）
書面での開催を予定

〇施策ごとの「施策のめざす姿」の検討と提案について（その 2）
・部会ごとに担当施策分野おいて、「施策のめざす姿」の検討と
提案

第 4回
令和 3年 10 月下旬

（ ）

○基本計画素案の検討・提案について（その 1）
・担当分野別の施策体系の検討と施策項目の提案
・担当分野別の「施策のめざす姿」の実現に向けた施策内容
や事業等の検討と提案

第 5回
令和 3年 11 月上旬

（ ）

○基本計画素案の検討・提案について（その 2）
・担当分野別の施策体系の検討と施策項目の提案
・担当分野別の「施策のめざす姿」の実現に向けた施策内容
や事業等の検討と提案

○重点施策及び重点事業の選定について
・衆目評価法（得票法）により重点施策と重点事業を選定

○計画素案の取りまとめと提案について
・会議結果を踏まえ、計画素案の取りまとめを行い提案を行う



第五次南風原町総合計画について

令和３年９月２２日（水）

南風原町総務部企画財政課



第五次南風原町総合計画について

１　第五次南風原町総合計画とは？



 総合計画の役割

①羅針盤

②中長期にわたる、多角的な視点

③町民と行政による協働

　南風原町が、未来に向かって、まちづくりを進めていくための南風原町の
大切な羅針盤となる、最上位の計画です。

　南風原町のまちづくりを総合的・計画的に進めるため、中長期（１０年～２
０年）の将来の展望、そして沖縄本島南部・沖縄県全体、国内外等の広い
視点もあわせ持ちながら、南風原町のまちづくりのあり方を決めていく計画
です。

　行政だけでなく、町民（住んでいる人・働いている人・事業活動等を行って
いる人等）と行政が一体となって進めていくまちづくりのあり方を決める計
画です。



 総合計画の法的根拠

　将来、南風原町をどのような「まち」にしていくのか、そのためにどんな
ことをしていくのかを総合的・体系的にまとめた町の全ての計画の基本とな
るものです。

総合計画とは？

　市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てその地域に
おける総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに即
して行うようにしなければならない。

総合計画（基本構想）策定
が義務付けられていた

　基本構想の策定義務がなくなり、策定および議会の議決を経るかどうかは市
町村の独自の判断にゆだねられることとなった。
　南風原町では、平成26年1月に施行された｢まちづくり基本条例｣で、総合計
画の策定が位置付けられている。（条例第13条）

改正前
地方自治法第２条４項

地方自治法改正（平成23年）
削除

根拠

南風原町では基本構想・
基本計画策定を条例で規定



 総合計画の策定状況

那覇市
第５次那覇市総合計画

１０年間（平成３０年度～令和９年度）の
計画期間として策定

八重瀬町
第２次八重瀬町総合計画

１０年間（令和元年度～令和１０年度）の
計画期間として策定

西原町
西原町まちづくり基本条例
まちづくりの基本方向に沿って

まちづくり指針（3年計画）毎年度を策定

南城市
第２次南城市総合計画

１０年間（平成３０年度～令和９年度）の
計画期間として策定



 総合計画の構成と期間

基本構想

基本計画

実施計画

１０年計画（平成２９年～令和８年）

「こんな姿のまちづくりをめざす！」な
ど、南風原町の将来像・大きな目標をま
とめたものです。

自治・協働・教育・文化・健康・福祉・
産業・雇用・都市基盤・環境等、分野ご
とに何をするのかを具体的にまとめたも
のです。

基本計画にもとづいて、毎年どのような
行動・活動をするか、経費が必要な場合
はいくらか等をまとめたものです。

【前期計画】５年 【後期計画】５年

毎年度見直し



 総合計画の全体像（基本構想）

基
　
本
　
構
　
想
（10
年
計
画
）

(

１)

情
報
の
共
有
で
ひ
ら
か
れ
た
ま
ち

(

２)

自
ら
考
え
、
行
動
し
、
み
ん
な
で
創
る
ま
ち

(

１)

安
ら
ぎ
と
豊
か
な
人
間
関
係
、
生
き
る
力
を　
　

　
　

育
む
、
家
庭
教
育

(

２)

地
域
に
学
び
、
地
域
を
愛
す
る
人
を
育
む
、

　
　

ふ
る
さ
と
教
育

(

３)

個
性
を
伸
ば
し
、
豊
か
な
心
と
健
や
か
な

　
　

体
を
地
域
と
育
む
、
学
校
教
育

(
１)
ち
む
ぐ
く
る
で
支
え
あ
う
安
心
し
て

　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

(

２)

健
康
づ
く
り
の
推
進

(

３)

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

(

４)

障
が
い
者
（
児
）
・
高
齢
者
支
援
の
充
実

(

１)

南
風
原
産
品
を
創
り
伸
ば
す
農
業
の
振
興

(

２)

賑
わ
い
・
就
労
を
創
る
商
業
、
製
造
業
、
新

　
　

規
産
業
の
振
興

(

３)

地
域
の
連
携
で
創
る
観
光
の
振
興

(

４)

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
工
芸
産
業
の
振
興

(

１)

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

(

２)

快
適
で
文
化
的
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

(

３)

利
便
性
の
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

(

１)

環
境
へ
の
取
り
組
み

まちづくり
目標を

達成する
ための柱

１．みんなで
考え、みんな
で創るわくわ
くするまち

２．きらきら
と輝く人が育
つまち

３．ちむぐく
るでともにつ
くる福祉と健
康のまち

４．工夫と連
携で産業が躍
動するまち

５．みどりと
まちが調和し
た安全・安心
のまち

６．環境と共
生する美しく
住みよいまち

まちづくり
目標

将 来 像

基本理念 平和・自立・共生

ともにつくる黄金南風の平和郷

土地利用
構想

　土地利用の基本方針　　　土地利用の個別方針



 総合計画の全体像（前期基本計画）

基 

本 

計 

画
（５
年
計
画
）

１．みんなで考え、みんなで創るわくわくするまち
（自治・協働）

２．きらきらと輝く人が育つまち（教育・文化）

３．ちむぐくるでともにつくる福祉と健康のまち
（健康・福祉）

４．工夫と連携で産業が躍動するまち（産業・雇用）

５．みどりとまちが調和した安全・安心のまち
（都市基盤・安全・安心）

　行財政計画（行財政）◎ 行財政計画

６．環境と共生する美しく住みよいまち（環境）

まちづくり目標
別の計画

施 

策 

の
展 

開

重 

点 

事 

業

数 

値 

目 

標



 総合計画の全体像（実施計画）

実 

施 

計 

画
（３
年
計
画
）

　１．どんな事業を実施するのか 　3．予算はどのくらいかかるのか

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

毎年見直し

　 4．どんな効果があるのか　2．どんな目標があるのか

　基本計画にもとづいて、毎年どのような行動・活動をするか、経費が必
要な場合はいくらか等をまとめたものです。実施計画



 第五次南風原町総合計画策定までの経緯

町
　
民

平成27年8月～

南 

風 

原 

町 

職 

員

①第五次総合計画（素案）づくり
②現状の課題や将来像、解決方法等の検討
を行う。

①策定に向けて、各種データ、資料等の収
集・整理を行い、現況と課題をまとめる。
②総合計画（素案）を住民と協働で作る

南風原町総合計画ワーキングチーム 南風原町まちづくり住民会議（公募委員）

基本構想たたき台の作成
　・全員公募、無報酬
　・12回の会議（会議・勉強会・タウンウォッチング）
　・まちづくり町民参画勉強会

南風原町まちづくり住民会議
（公募委員25人・職員23人）

第五次総合計画（素案）の作成
　・全員公募、無報酬
　・7回の会議

南風原町まちづくり住民会議
（公募委員25人・職員25人）

第五次南風原町総合計画（素案）の作成

平成27年9月～

平成27年度

平成28年度



第五次南風原町総合計画について

２　総合計画を基に実施されている事業

　別冊：第五次南風原町総合計画


